
豊
科
図
書
館
開
館
５
周
年
記
念

髙
村
薫
さ
ん
講
演
会

　
「
マ
ー
ク
ス
の
山
」
で
直
木
賞
を
受
賞

し
た
髙
村
薫
さ
ん
か
ら
時
評
を
交
え
て
、

小
説
・
物
語
な
ど
の
話
を
伺
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　
「
き
ぼ
う
」多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
●
講
師　

髙
村　

薫
さ
ん

●
演
題
「
小
説
・
物
語
・
時
代
」

●
対
象　

一
般
市
民

●
定
員　

２
０
０
人
（
全
席
指
定
）

●
入
場
料　

無
料　

●
申
し
込
み　

各
図
書
館
備
え
付
け
の

申
し
込
み
用
紙
、
も
し
く
は
、
は
が

き
等
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
図
書
館
窓
口

へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
伴
２
人

ま
で
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。な
お
、

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
期
間　

11
月
１
日
（
日
）

〜
15
日
（
日
）

●
そ
の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
11
月
下
旬
ま
で
に

入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

豊
科
図
書
館
の
催
し豊

科
図
書
館

 

71
・
４
０
２
２　

 

73
・
１
８
０
１

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
‐
３

　

豊
科
図
書
館
講
演
会
係

豊
科
図
書
館
映
画
上
映
会
「
く
る
み

割
り
人
形
」

　

絵
本
で
も
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
い

る
物
語
を
上
映
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

●
場
所　
「
き
ぼ
う
」多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
●
入
場
料　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不

要
）

●
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

　

武
蔵
を
心
の
師
と
す
る
剣
道
エ
リ
ー
ト

の
香
織
は
、
中
学
最
後
の
試
合
で
無
名
選

手
の
早
苗
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
敗
北

の
悔
し
さ
を
片
時
も
忘
れ
ら
れ
な
い
香
織

と
、
勝
利
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
お
気
楽
不
動

心
」
の
早
苗
。
高
校
の
剣
道
部
で
再
会
を

果
た
し
た
２
人
の
友
情
と
成
長
の
物
語
で

す
。

　

剣
道
に
対
す
る
姿
勢
が
全
く
違
う
主
人

公
２
人
が
周
り
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り

や
、
練
習
や
試
合
を
経
験
し
て
同
じ
道
を

進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
く
と
こ

ろ
に
感
動
し
ま
し
た
。
文
章
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
し
、
う
っ
か

り
泣
い
て
し
ま
う
シ
ー
ン
も
あ
っ
て
読
み

終
わ
っ
た
時
に
と
て
も
爽
や
か
な
気
持
ち

に
な
る
本
で
す
。

　

私
自
身
が
中
学
・
高
校
時
代
に
剣
道
部

だ
っ
た
の
で
、
試
合
の
シ
ー
ン
の
細
か
い

描
写
に
ウ
ン
ウ
ン
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
、

と
遥
か
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
で
も
剣

道
を
知
ら
な
い
人
で
も
き
っ
と
面
白
く
読

め
る
と
思
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン誉

田
哲
也　

作

紹介する人

野村玲子さん
  （穂高・有明）

11月の図書館イベント

中央図書館映画上映会（入場無料）
｢父の詫び状」

1986 年 日本作品（NHK総合テレビで放送）
<上映時間　90 分 >

●日時　13日（金）開場18：30  上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　18日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　25日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら

おはなしのへや
11・18・25（各水曜日）
　　　　  10：30～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
おはなしのへや
21日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
多目的室
20日（金） 11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
多目的室
20日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
三郷支所３階第５会議室
14日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
児童コーナー
17日（火） 10：30～（乳幼児対象）
17日（火） 16：30～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
おはなしの部屋
28日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
教
室

第
３
期
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

 

71
・
２
４
６
７　

 

71
・
２
３
３
８

第
６
回
安
曇
野
市
囲
碁
・
将

棋
大
会

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

 

62
・
４
６
０
５　

 

62
・
５
８
９
４

　

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
で
す
。
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
25
日
（
水
）
か
ら
２
月

10
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
で
全
10
回

　

各
回
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂
（
２
月
３

日
と
10
日
は
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）

●
講
師　

逢
澤
玲
子
さ
ん

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

１
３
４
０
円
（
参
加
費
・
保

険
料
）

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

当
日
は
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

や
囲
碁
入
門
講
座
も
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
の
実
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
22
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
８
時
45
分
〜

　

対
局　

午
前
９
時
40
分
〜

●
場
所　

穂
高
会
館
講
堂
、
講
義
室

●
内
容　

種
目　

▽
囲
碁　

申
告
段
級

位
に
よ
り
組
み
分
け　

▽
将
棋
Ａ
級

（
三
段
以
上
）、Ｂ
級
（
初
段
・
二
段
）、

Ｃ
級
（
級
位
者
）、
Ｄ
級
（
小
学
生

の
部
）

●
招
待
プ
ロ
棋
士　

▽
囲
碁　

大
澤
健

朗
二
段　

▽
将
棋　

土
佐
浩
司
八
段

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円
（
希
望
者
の
み
昼

食
代
５
０
０
円
）

●
定
員　

▽
囲
碁
64
人　

▽
将
棋
50
人

（
囲
碁
・
将
棋
と
も
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
27
日
（
火
）
か
ら

11
月
10
日
（
火
）
の
間
に
、
各
公
民

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
明
科
公
民
館

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

安
曇
野
市
囲
碁
・
将
棋
大
会

実
行
委
員
会

図書館川柳受賞者決定　　テーマは「安曇野」
 中央図書館　　84・0111　　84・0116

　広報などで７月に募集しました「図書館川柳」の受賞作品が投票の結果、
次のとおり決まりましたので紹介します。なお、受賞作品を掲載した「手作り
しおり」を各図書館で配布します。（数量限定）
【中学生以下の部】
□最優秀賞 「常念の　見下ろす大地に　笑顔咲く」
□優秀賞 「拾ヶ堰　先人たちの　恩を知り」
 「あずみ野の　みどりきみどり　ヤマコ色」
□佳作 「じゅっさいは　ぼくよりすこし　おにいさん」
 「白鳥の　Ｖ字飛行は　冬景色」
 「安曇野は　水もみどりも　おいしいよ」
 「せせらぎの　音に混じりて　蛍飛ぶ」
 「あずみのし　にぎやかなよる　ムシとほし」

【一般の部】
□最優秀賞 「常

じょうねん

念岳を　家宝のように　語る父」
□優秀賞  「辛口の　妻より辛い　ワサビ漬け」
  「道祖神　こけむした妻　手をにぎり」
□佳作    「安曇野の　夫婦手本は　道祖神」
 「夫婦にも　フォッサマグナが　存在し」
 「太ったね　妻は安曇野　放牧豚」
 「買わずとも　蛇口ひねれば　名水が」
 「子どもらよ　北アルプスほどの　夢をもて」

安曇野市教育委員会

生涯学習 ・ 図書館

21 202015.10.21 2015.10.21 広報 広報 




